







































2 「第 59回全日本吹奏楽コンクールプログラム」p39を参照。 
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ようになったというにすぎない。（Butler 1990: 141= 1999: 247(訳書をもとに適宜改訳)） 
 











けるもの」である（Butler 1990: 143= 1999: 252(訳書をもとに適宜改訳)）。言い換えれば、「『行


























意味づけが可能になるのだといったほうがよいかもしれない。（井上 1996: 21） 
 
吹奏楽部員は自らの行為を物語的に説明することができる状態にあって初めてこの「舞
台」の「歴史の続きの部分を著している」ことになる（MacIntyre 1984: 208=1993: 255）。例
えば、しばしばあることだが、ある吹奏楽部員が吹奏楽部員である前から、ある吹奏楽部
は存在し、全日本吹奏楽コンクールへ向けて活動し、金賞受賞を目指すという歴史をもつ4。























































番上に乗っかっているんだよ。（山崎 2009: 32） 
 
「トランペット」とは「お前」のことであり、演奏するときにおいては、楽器と主体は
一体化したものとして扱われている。このような「呼びかけ」は、Louis Althusser （Althusser 
1995= 2005: 262-70）の言う「「おい、おまえ、そこのお前だ！」といった、きわめてありふ











  金賞バンドはみんな、大きな声で「ハイ！」と返事をします。 
  先生やコーチ、先輩が何か言うたびに、すかさず全員で「ハイ！」と言います。 
  返事をするためには相手の言うことを注意深く聞かなくてはなりません。ボーッとし















































                                                   
6 練習において、最も多く「呼びかけ」を行なうのは、演奏において全体の取りまとめを行
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